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購 読 要 項(1996年1月 改訂)

1.発 行 は毎月,年12回 と し,年 間購読者 を会員 とす る.

2.一 般 会員 は年間予約購読料10,000円(送 料 とも)を 前納す る.賛 助会員 は20,000円(送 料 とも)と す る.

払 込みは郵便振替 に限る.口 座番号OlO50-9-4772泌 尿 器科紀要編集部宛.

3.入 会 は氏 名,住 所 を記 入の うえ泌尿 器科紀要刊行 会宛,は が きかFAXに て 申 し込め ば所定の用紙 を送付

す る.

投 稿 規 定(1996年1月 改訂)

1,投 稿:連 名者 を含 めて会員 に限る.

2.原 稿:泌 尿器科学領域 の全般 にわた り,総 説,原 著,症 例報告,そ の ほかで和文 または英文 とす る.原 著,

症例報告 などは他 の雑誌 に発表 されたことのない内容 でな くてはな らない.

(1)総 説,原 著論文,そ の外の普通論文 の長 さは,原 則 と して,刷 り上が り本文5頁(400字 ×20枚)ま でと

する.

(2)症 例 報告の長 さは,原 則 として,刷 り上が り本文3頁(400字 ×12枚)ま で とする.

(3)和 文原稿 は ワープロを使 用 し,B5ま たはA4判 用 紙に20×20行,横 書 きとす る.年 号 は西暦 とする.文

中欧米語の固有名詞 は大文字で,普 通名詞 は小文字で始め(た だ し,文 節の始めに くる場合 は大文字),明

瞭 に記載す る.

(イ)原 稿 の表紙 に標題,所 属機関名,主 任名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 など),著 者名のJll頁で和 文で

記載する.筆 頭者名 と,2語 以内のrunningtitleを 付記す る.

例:山 田,ほ か:前 立腺癌PSAP

(ロ)和 文の表紙,本 文 とは別に,英 文標題,英 文抄 録 をつける.標 題,著 者名,所 属機 関名,5語(英 文)

以 内のKeywords,抄 録 本文(250語 以 内)の 順 にB5ま た はA4判 用 紙にダブルスペースで タイプす る.

別 に抄録本文の和訳 を添付す る.ワ ープロ原稿可.

の 原稿 は,和 文標題,英 文標題,英 文抄録,そ の和訳,緒 言,対 象 と方法,結 果,考 察,結 語,文 献,図

表 の説明,図,表 の順 に配置 し,原 稿下段中央部 に和 文標題ペ ージ を1と するペ ージ番号 を付 ける.

(4)英 文 原稿 はA4判 用 紙 に ダブルスペ ース で タイプ し,原 稿 の表紙 に標題,著 者名,所 属機 関名,Key

words(和 文 に準 ず),runningtitle(和 文 に準 ず)の 順 に タイプ し,別 に標題,著 者名,所 属機関名,主

任名,抄 録本文 の順 に記 した和文抄録 を英文原稿 の後 に添付す る.和 文原稿 と同様にページ番号 を付 ける.

(5)図,表 は必要最小 限に とどめ,普 通論文では図10枚,表10枚 まで,症 例報告で は図5枚,表3枚 まで と

する.

図,表,写 真 な どはそれぞれ台紙 に貼付 し,そ れ らに対する説 明文 は別紙 に一括 して一覧表 にす る,説 明

文は英文 とす る.原 稿右欄外 に挿入 されるべ き位置 を明示す る.写 真 は トリミング し,図 ・表 は誤 りのない

ことを十分確 認の うえ,ト レース して紙焼 したものが望 ま しい.様 式 については本誌の図 ・表 を参照する.

写真 は明瞭 なものに限 り,必 要 なら矢印(直 接写真 に貼付)な どを入 れ,わ か りやす くす る.

(6)引 用 文献 は必要最小限 にとどめ,引 用箇所 に引用文献番号 を入れる.文 献番号 は本文の文脈順 に付す こと

(アル ファベ ッ ト順不 可).そ の数 は30ま で とす る.

例:山 田1'3'7),田 中 ら8'11、13)によ ると…

雑誌 の場 合 一 著者名(3名 まで,そ れ以上 の ときは 「ほか」 「etaL」 とす る):標 題.雑 誌名 巻:最 初

頁一最終頁,発 行年

例1)K乞lbleT,TrickcrAR,FriedlP,etaL:Uretcrosiglnoidostomy:long-termresults,riskof

carcinomaandetiologicalfactorsforcarcinogenesis.Jurol144:lllo-1114,1990

例2)竹 内 秀 雄,上 田 眞,野 々村 光生,ほ か:経 皮 的腎砕石 術(PNL)お よび経尿 道 的尿管砕 石術

(TUL)に み られる発熱につ いて.泌 尿紀要33:1357-1363,1987

単 行 本 の場 合 一 著者名(3名 まで,そ れ以上 の ときは 「ほか」 「etal.」 とする):標 題,書 名.編 集者名

(3名 まで,そ れ以上の ときは 「ほか」「etaL」 とす る).版 数,巻 数,引 用頁,発 行所,出 版地,発 行年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPeacockM:Urinarymucopolysaccharideinhibitorsofcal-

ciumoxalatecrystallization.In:UrolithiasisResearch.EditedbyFleishH,Robertson
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WG,SmithLH,etal,lsted.,pp.331-334,PlenumPress,London,1976

例4)大 保 亮一:腫 瘍病理学.ベ ッドサイ ド泌尿 器科学,診 断 ・治療編.吉 田 修編.第1版,

pp.259-301,南 江堂,東 京,1986

(7)投 稿 にあたって は,本 誌 を十分参考 に して体裁 を守 ること.

(8)原 稿 は,オ リジナル1部 とコ ピー2部(図,写 真 は3部 ともオリジナル)を 書留で送付す る,万 一 にそ

なえて,コ ピーを手元に控 えてお くこ と.

(原稿 送付先)〒606京 都 市左京 区聖護院山王町18メ タボ岡崎301号 泌尿器科紀要刊行会宛

3.論 文の採 否:論 文 の採否 はEditorialboardの メ ンバ ーによる査読審査の結果 に従 い決 定 される,た だ し,

シ ンポジウムな どの記録や治験論文につ いて は編 集部で採否 を決定す る.

4.論 文 の訂正:査 読審査の結果,原 稿 の訂正 を求 め られた場合 は,40日 以 内に,訂 正 された原稿 に訂 正点 を

明示 した手紙 をつけて,前 記泌尿 器科紀要刊行会宛 て送付す ること,な お,Editorの 責 任 において一部字 句

の訂正 をす ることが ある.

5.校 正:校 正は著者に よる責任校正 とす る.著 者複数の場合 は校正責任者 を投稿時指定す る.

6.掲 載:論 文の掲載は採用順 を原則 とす る.迅 速掲載 を希望す るときは投稿時にその旨申 し出る こと.

(1)掲 載料 は1頁 につ き和文 は5,500円,英 文 は6,500円,超 過 頁は1頁 につ き7,000円,写 真 の製版代,凸

版,ト レース代,別 冊,送 料 などは別 に実費 を申 し受 ける.

(2)迅 速掲 載には迅速掲載料 を要す る.5頁 以内 は30,000円,6頁 以 上 は1頁 毎 に10,000円 を加算 した額 を

申 し受ける.

(3)薬 剤 の効果,測 定試薬の成績,治 療機器の使用 などに関する治験論文 および学会抄録 について は,掲 載料

を別途に申 し受ける.

7.別 冊:実 費負担 と し,著 者校正時 に部数 を指定す る.

Infbrmationf`)rAuthorsSubmittingPapersinEnglish

l.Manuscripts,tablesandfiguresmustbcsubmittedinthreecopies.Manuscriptsshouldbetyped

double-spacedwithwidemarginson8.5byllinchpaper.Thetextofallregularmanuscriptsshould

notexceedl2typcwrittenpages,andthatofacasereport6pages.Theabstractshouldnotexceed

250wordsandshouldcontainnoabbreviations.

2.The丘rstpageshouldcontainthetitlc,fullnamesandathliationsoftheauthors,keywords(nomore

than5words),andarunningtitleconsistingofthefirstauthorandtwo,words.

e.g.:Yamada,eta1.:Prostaticcancer・PSAP

3.Thelistofreferencesshouldincludeonlythosepublicationswhicharecitedinthetext.References

shouldnotexceed30readilyavailablecitations.Referenceshouldbeinthe丘)rmofsuperscript

numeralsandshouldnotbearrangedalphabetically.

4.Thetitle,thenamesanda伍liationsoftheauthors,thedirector'sname,andanabstractshouldbe

i)rovidedinJapanesc,
5.ForfUrtherdetails,refertoarecentjournal.
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